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最近便利だった IC TPS3700 ウインドコンパレーター  
木下＠木下電機 

「マイコン使わないでアナログで温度判定しなさい。」 

との指示だったので探してみたら、コンパレータ 2 個搭載リファレンスまで入って SOT23 の 6 ピンパッ

ケージに入ったデバイスがあったので使ってみました。  

TI の TPS3700 で SOT23-6 と 1.5mm 角の DFN6 パーケージがあります。 

 
リファレンスは 400mV で電源電圧が 1.8V 以上 18V まで 1%の確度です。 
これなら抵抗３本加えるだけでウインドコンパレーターを構成できます。 
注意点としては 300Gy ほどのγ線を当てると出力オープンドレインの OFF 抵抗が小さ

めになりました。なので放射線環境で使うときにはプルアップ抵抗を数 kΩ程度の小さ

な値で使うのが無難だと思います。リファレンスやコンパレーターに大きな変化はなか

ったです。 
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基本的な使い方としてはこんな感じです。 

抵抗値の計算がチョット面倒ですが、ウイ

ンドウの上と下の電圧をVaとVbとすれば 

Va・(R2+R3)・(R1+R2+R3)^(-1)=Vref 

Vb・R3・(R1+R2+R3)^(-1)=Vref  

の連立方程式になるので 

Va・Vref^-(1)-1=A1 

Vb・Vref^-(1)-1=A2 

とおいて R3 をあらかじめ決めると R2 が

決まり 

R2=R3・(A2-A1)・(A1+1)^(-1) 

ついで R1 も求められます 

R1=A1・(R2+R3) 

簡単な四則演算になるので EXCEL シートに入れると便利です。 
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今回は TPS3700 を 2 個と

4011 を 1 個使って高温と低温の

アラームを出す回路に使いま

した。（右図） 

 高確度の抵抗を使えば無調

整で使えるので便利でした。 


